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お知らせ６月

多
数
。

■
演
題

　

瀬
戸
内
の
島
々
の
潜
在
資
源
‐

無
い
も
の
ね
だ
り
せ
ず
に
、
在
る

モ
ノ
を
活
か
す
工
夫
‐

■
日
時　

7
月
14
日
㈰

　

午
後
２
時
～
４
時

■
会
場

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

研
修
室

■
定
員　

40
名

　
（
参
加
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■
日
時

・
７
月
18
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
7
月
19
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

■
講
習
場
所

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

■
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

３
８
０
０
円

■
受
講
手
続
き

　

柳
井
消
防
署
ま
た
は
最
寄
り
の

出
張
所
で
受
講
申
込
書
を
受
取

り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

柳
井
消
防
署
ま
た
は
最
寄
り
の
出

張
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部　

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

周
防
大
島
文
化
交
流
講
座
を

開
講
し
ま
す

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
周
防
大
島
の
過
去
・
現
在
・

未
来
を
考
え
る
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、瀬
戸
内
の
島
々

を
旅
し
て
執
筆
活
動
を
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
斎
藤
潤
氏
を
招
き
、
瀬

戸
内
海
の
島
の
魅
力
を
考
え
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

■
講
師　

斎
藤
潤 

氏
（
著
述
家
）

　

講
師
略
歴
：
１
９
５
４
年
岩
手

県
盛
岡
市
生
ま
れ
。
東
京
大
学
文

学
部
卒
業
。月
刊
誌『
旅
』（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）

な
ど
の
編
集
を
手
が
け
た
後
、
独

立
し
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー

と
な
る
。
旅
、
食
、
船
、
自
然
、

産
業
史
、
農
林
水
産
業
を
テ
ー
マ

に
全
国
津
々
浦
々
を
取
材
し
執
筆
。

㈶
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
刊
行
の
雑

誌
『
し
ま
』
に
「
瀬
戸
内
海
の
今

を
あ
る
く
」
を
長
年
に
わ
た
り
連

載
す
る
な
ど
、
特
に
島
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
記
録
・
発
信
し
つ
づ
け

る
。
瀬
戸
内
海
の
全
有
人
島
を
歩

い
て
い
る
。
著
書
は
『
島
‐
瀬
戸

内
海
を
あ
る
く
』
第
1
集
・
第
2

集
（
み
ず
の
わ
出
版
）、『
日
本
《
島

旅
》
紀
行
』（
光
文
社
新
書
）
な
ど

・
臨
床
心
理
士
・
生
殖
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー

　

今
井
佳
子 

先
生

■
相
談
内
容

・
不
妊
に
関
す
る
相
談

・
不
妊
治
療
に
関
す
る
情
報
提
供

・
不
妊
に
関
す
る
悩
み
や
ス
ト
レ

　

ス
等

■
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
期
限

　

７
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
予
約

※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

※
受
講
申
込
書
は
、
柳
井
地
区
広

域
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

６
月
17
日
㈪
～
７
月
５
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
　

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部

　

予
防
課

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

不
妊
専
門
相
談
会

■
日
時　

　

７
月
26
日
㈮

　

午
後
３
時
～
５
時　

※
予
約
制

■
場
所

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
専
門
相
談
員

・
徳
山
中
央
病
院　

産
婦
人
科

　

伊
藤
淳 

先
生

特　設　人　権　相　談　所
◆日　　時　７月８日㈪午前９時 30 分～正午

◆場　　所　久賀総合センター

◆相談内容　人権問題、土地、家屋、金銭貸借、

　　　　　　離婚などの生活上の心配事
◆相 談 員  人権擁護委員

◆問い合わせ　福祉課　
　　☎０８２０（７７）５５０５

　県では、品質の優れた優良県産木材等
を利用し、耐震性などの一定の基準を満
たす住宅を新築される方に、建築費用の
一部を助成します。
◆助成額　　５０万円
◆助成戸数　３００戸
◆住宅の条件
〇県内に自ら居住するための一戸建て住
　宅
〇延べ床面積が８０㎡以上
〇構造材に占める優良県産木材の割合が
　６０％以上で次のいずれかに該当
・県産板材の使用量が１００㎡以上
・下地材等を加えた県産木材の使用割合が　
　７０％以上
〇住宅性能表示で次の基準を満たすもの
・耐震性：耐震等級２または免震建築物
・耐久性：劣化対策等級３
・省エネ性：省エネ対策等級４

■問い合わせ
山口県企画流通課

☎０８３（９３３）３３９５

県産木材を利用して家を建てる方
を支援します


